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はじめに
現代の服飾大学の学生にとって、フランス語学習は
どのような意義があるのだろうか。
ファッションを創り出そうとする人たちがこぞって
パリに詣でる時代でもなく、服飾を学ぶ上でフランス
語習得は必ずしも必要ではない。
また、大学の個性化がすすむ中、勉学の目標を絞り
こんだ学生が集まってくれば、その学生たちの需要に
合わせた外国語の授業内容もおのずと変化する。
フランス語を学ぶことそのものが、服飾を学ぶ学生
の発想の多様性や創造性を育むことを願い、また、本
学独自の素材すなわち、学内の施設や学生自身の個性
を活用しつつ「杉野らしい」フランス語学習法とは何
か模索してきた。特に、２００２年に新築された附属図書
館の施設と蔵書をより効率的に活用したいと考えてい
る。
杉野のフランス語
１９２６年に創立されたドレスメーカー女学院では、当
初よりすでにフランス語の授業が行われていたと聞
く。１９３０年代後半の同窓会報「D.M.J.会誌」に、当時
まだ２０代だった朝倉季雄が「佛語科講師」として「佛
蘭西語の讀み方」「ファッション・ブックが讀めるま
で」という記事を連載している。１９５０年に開学した杉
野学園女子短期大学では、辰野隆、鈴木信太郎、渡辺
一夫が次々とフランス文学を講じ、その後、１９６４年の
杉野女子大学開学からは、今尾哲也、佐々木孝次、中
原好文らが中心となってフランス語を担当。開学当時
は短期大学、大学とも、英語とフランス語の２ヶ国語
が必修であり、演劇部は「シラノ・ド・ベルジュラッ
ク」を上演し、教職員のフランス語勉強会も開かれて
いたという。時代を先取りする女性教育への意欲と、
幅広い教養に裏付けられた服飾研究を目指した志の高
さを窺い知ることができる。
筆者が杉野女子大学に奉職した１９９０年には、すでに
日本の経済がゆらぎ始めていたが、まだゆとりのある
時代で、シャネルやルイ・ヴィトンなどのブランド物
を身につけてくる学生もおり、大学１年から４年及び
短期大学部生１年、２年に対して５名の教師が担当す
る必修と選択科目のフランス語のクラスは、サロンの
ような雰囲気を醸し出していた。
その後の１５年は日本の大学の変革期であり、その時
流のなかで本学も大きく変わった。
２００２年に男女共学の杉野服飾大学となり、服飾学の
専門性に重点を置いたカリキュラムが打ち出された。
外国語は、入学時に、英語、フランス語、中国語の
いずれか１ヶ国語を選び、週２回、２年間履修する
が、フランス語については、２００１年から念願のフラン
ス人教師による会話クラスが実現しており、２００８年か
らは、１年次の会話クラス（９０分×１５回×２学期）及
び２年次のファッションフランス語（９０分×１５回×２
学期）をフランス人教師が担当、１，２年次のフラン
ス語総合Ⅰ～Ⅳ（９０分×１５回×４学期）と合わせて必
修である。
また、３，４年次の選択授業には、パリ 在 住 の
ファッションジャーナリスト後藤絢子、さらに２００９年
４月に開講した専攻科には、日仏で活躍するドラ・
トーザンを迎え、リアルタイムのファッションフラン
ス語を学べるようになり、服飾大学として理想的なフ
ランス語学習カリキュラムが出来上がっている。
フランス語履修学生の状況と授業の方針
近年、学生の傾向、また学生を取り巻く環境も大き
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く変わってきた。
男女共学となり、服飾の専門性を特化していくとい
う大学の変革にともなう本学の学生の志向の変化、そ
して、関心の多様化や経済状態の悪化という他大学に
も見られる一般的な学生の変化とともに、何をどのよ
うに教えるか、試行錯誤を繰り返した２０年間であった
が、ここ数年の状況を簡単に報告したい。
フランス語を選択した新入生にその動機を尋ねる
と、高校時代に英語で挫折したから、という返答が圧
倒的に多い。英語であれ、フランス語であれ、外国語
を習得するには、「集中して聞く」「たんねんに辞書を
ひく」「繰り返し読む」という基本的な学習姿勢を継
続しなければならないので、これが不得意な学生はフ
ランス語についても同じ轍を踏む可能性は高いが、そ
れでも心機一転、未知の語学に挑戦しようと希望を
もってフランス語を始める学生には、その意欲をさら
に掻き立て、持続させる手段を講じなければならな
い。
１，２年次のフランス語総合では、コミュニケー
ションの手段としてのフランス語習得よりもむしろ、
日本語や英語と異なる仕組みの言語とその背景にある
文化を知ることにより、発想の土台を拡げ、自己表現
のひとつの手段としてフランス語をとらえることを目
指している。それが、ものを創り出す動機に結びつく
と考えるからである。
いずれにせよ、毎回の出席を促し、学生の学習意欲
を持続させるために、さまざまな資料を提供して刺激
を与えること、そして、未知の世界に関心と疑問を持
ち、自ら調べて理解したことを表現して他に伝えさせ
ることの２点を日々心がけている。
多様な副教材の提供
１９９０年代は、２年間の必修フランス語で教科書と演
習問題集を計５冊使用していたが、共学になった頃か
ら、学生の教科書不買傾向がみられるようになった。
そのため、購入する教科書をなるべく廉価なものに
し、「総合」と「会話」で教科書を共用する、また、
１、２年次１冊の教科書を継続して使うことにより、
２年間で２冊とするなど学生の経済的負担を軽減し、
補足資料のコピー配布を増やしてきた。
副教材としては、当然、服飾関連の語彙を学べるよ
うなコピー類を中心に、本学の学生の特質をふまえ、
ヴィデオ、ＤＶＤ、パワーポイントによるスライド等
「視覚に訴える」資料を多く用意し、服飾以外の旬の
話題やフランスでブームになっている事物の紹介など
幅広い分野の話題を提供するようにしている。
（１）旬の話題
フランスに関する資料については、日本でも購入で
きる新聞、雑誌類、フランスから持ち帰った図書類を
活用する時期が長かったが、インターネットの普及に
より、この１０年に授業で用いる資料にはめざましい変
化があった。世界各地のニュースが瞬時に文字化され
手に入るようになり、日本のマスコミでも話題になっ
ていることがらは当然、学生も理解しやすい。２００８年
度は、イヴサンローランの死、北京オリンピック、オ
バマ大統領就任などを取り上げた。２００９年度は６月２５
日、マイケル・ジャクソンの死が瞬く間に世界中の話
題となり、インターネット上でも多数の記事が出たた
め、翌日から１年、２年全てのクラスでこの話題を取
り上げた。新しい話題については、クラス全体の集中
度が高く、２年次では、３００語余りの文章を１回の授
業で解読することができた。フランス語を学び始めた
ばかりの１年次のクラスでも以下の部分は、数字の演
習問題として活用した。
Le roi de la pop meurt à ５０ ans. Michael Jackson
（２９août１９５８―２５ juin ２００９）Septième d’une famille de
neuf enfants···
残念ながら、フランス国内の話題、特に政治的な
テーマは、それほど学生の関心を引かない。２００６～
２００７年は、フランスの若者たちの反乱、ロワイヤル大
統領候補、大統領選挙など取り上げたが、あまり反応
がなく、２００７年にパリで開かれたジャパン・エキスポ
の記録写真が最も学生たちを昂奮させた。
（２）フランスにおける新たな日本ブームの紹介
日本のアニメは１９７０年代後半からフランスのテレビ
放送で紹介されており、Candy（キャンディキャン
ディ） Heidi（ハイジ） Sarra（小公女）Olive et
Tom（キャプテン翼）などの日本のアニメは良心的で
色使いが美しいと評判はよかったが、その後、戦闘的
なものが紹介されるに従い、テレビで放映されるもの
が減少してきた。これに反比例するように、コミック
本の仏訳が進み、Manga という言葉がフランス人の
生活に定着し、登場人物たちを真似た若者のコスプレ
も流行している。毎年パリ近郊で開かれる日本のコミッ
クの見本市ともいえるジャパン・エキスポには、２００７
年８万人、２００８年１３万人、１０回目となった２００９年７月
には１６万人を超える来場者があったと報告されている。
ヨーロッパの若者たちがジャパン・エキスポに群が
る写真や、日本のマンガ、アニメのフランス語版は、
学生に非常に刺激を与える。自分たちの知っている作
品が、苦心惨憺して仏訳され、フランスの若者の関心
を集めているということは、フランス語を学ぶ動機づ
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学生モデルによるスライド資料より
けのひとつになっている。
ところが、日本の学生のマンガ嗜好は非常に多様化
しており、１つのマンガ作品を取り上げても、クラス
全員が知っているわけではない。フランスでもすでに
クラシックとなっているドラえもん、ドラゴンボール
などは共通の話題として引き合いに出すが、授業内で
活用するのは、Gokinjo（ご近所物語）の縫製アトリ
エ構想を語り合う場面、Nana（ナナ）のヴィヴィア
ン・ウェストウッドの小物が登場する場面など服飾に
関する語彙が登場するものを１回の授業内で説明する
だけにとどめている。
（３）学生をモデルとした服飾用語解説スライド
授業内で服飾用語を説明する場合、その場にいる学
生の服装を引き合いに出すことも多いが、特にモデル
としてわかりやすい服装の学生には写真を撮らせても
らい、スライド化して、他のクラスでも見せている。
写真撮影は、学生とのコミュニケーションの手段とし
ても活用している。
（４）効果的な映像作品
一般の DVD レンタルは非常に安価になり利用する
学生は多いが、フランス語を学ぶための DVD を選ぶ
ことはむずかしいようである。
まず、フランス語の映画を選ぶこと自体がむずかし
い。仮にタイトルに「パリ・・」とあっても英語とい
う場合もある。また、フランス映画でも、初級のフラ
ンス語学習に適したものとなると非常に限られる。特
に現代物には教科書や初心者向けの辞書に載っていな
い俗語が溢れているため、身近で解りやすいようで実
は聞き取れない言葉が多い。
Kiki la petite sorcière（魔女の宅急便）などのフラ
ンス語版のスタジオジブリ作品は、自分たちの知って
いるキャラクターがフランス語を話すことに一瞬教室
は湧くのだが、フランス語に翻訳された日本のアニメ
は、どうしてもフランス語のセリフが長くなり、その
分早口になる傾向があるため、内容はわかるが言葉を
聞き取ることはむずかしい。学生に人気のある Le
Fabuleux Destin d’Amélie Poulain（アメリ）は、非
常にお洒落で、フランス文化への憧れを掻き立てるに
はもってこいであるが、ウィットに富んだナレーショ
ンが続き、初級フランス語の学習には役に立たない。
このような、フランス語、フランス文化への興味と
学習の動機づけのために見せる映像は、１０分程度の上
映で充分であり、昼休みに教室のモニターで続きを見
られるようにしているので、関心のある学生は昼食を
とりながら鑑賞している。休み明け、大学祭の後な
ど、フランス語から遠ざかっている時期には、これら
の「１０分ビデオ」を見せ、文法解説への導入としてい
る。
各学期ごとに学習した文法の内容に従って、以下の
映像作品を順次見せるが、これらの映像についても、
壁を埋め尽くす仏語訳された日本のコミック本表紙 小道具まで手作りの「亀仙人」の扮装をした年配の男性
２００７年７月 フランスで開催されたジャパン・エキスポ会場にて 撮影：山尾聖子
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上映部分を選び１５分～２０分を限度とし、ポイントとな
る場面は静止画像で説明、聞き取り練習も行う。
１年次前期
La Gloire de mon père（マルセルの夏）
原作：マルセル・パニョル １９９０年（仏）
フランスの豊かな暮らし、かわいらしい子どもた
ち、美しい母、と魅力満載の上、小学校教員である父
の明快なフランス語と主人公マルセルがフランス語を
覚えていく過程が、初めてフランス語を学ぶ１年生の
教材としてうってつけである。
学生には、５歳児が意味のわからない単語でも読む
ことができるように、あなたたちも必ず読むことがで
きるのだと言い聞かせる。
１年後期
L’Amant（愛人）原作：マルグリット・デュラス
監督：ジャン・ジャック・アノー １９９２年（英・仏）
過激な表現も多いため、冒頭、フランス人の少女が
自分のファッションにこだわる部分と、中国人青年と
の出会いの場面のみ見せる。
主人公たちの最初の出会いの場面は一般的に丁寧な
会話が多いため、実用的でもあり、聞き取りをしても
らう。
１年次後期末
はだかの王女様
監督：古波津陽 衣裳：SERIKA ２０００年
１９９９年に下北沢タウンホールで開催された、同名の
ファッションイベントの映像。
ナレーションをフランス語でという要望があり、制
作に関わったが、ドレス縫製とショー当日の着装に
は、当時の杉野女子大学生たちも参加した。縫製技術
面では未熟な部分もあったが、ヘアメイク、小道具、
大道具、映像作成、室内楽と１００人以上の２０代の若者
たちが数ヶ月にわたって共同制作したエネルギーを映
像から汲み取ってもらい、２年次のクリエイティブな
フランス語学習につないでいる。
２年次前期
Paris je t’aime - Quai de Seine
（パリ、ジュテーム セーヌ河岸）
監督：グリンダ・チャダ ２００６年 （仏）
フランスに住むイスラムの女性のスカーフ（ヒジャ
ブ）着用が教育界で論議を呼んだことを受けて制作さ
れた５分間の短編。教科書や辞書に載っていないフラ
ンスの現代の若者たちの話し言葉を知る。
２年次後期
再度 L’Amant （愛人）
この物語の舞台となっている１９３０年ごろの仏領イン
ドシナの植民地の状況を知る。
映像を手がかりに、デュラスの同名の小説の原文か
ら起こしたテキストを理解する。
主人公の少女の服装へのこだわりは、小説の中で詳
細に描写されており、映像では、それを非常に時間を
かけたクローズアップで表現している。
以下はその一部を簡略に書き直したものであるが、
現在形、複合過去形、半過去形と代名詞の演習として
活用している。
Je porte une robe de soie naturelle. Elle est
usée, presque transparente. Avant, elle a été une
robe de ma mère. Un jour, elle me l’a donnée
parce qu’elle la trouvait trop claire. Cette robe
est sans manches, très décolletée. Je trouve
qu’elle me va bien. J’ai mis une ceinture de cuir à
la taille, peut-être une ceinture de mes frères.
（私は生成りの絹のワンピースを着ている。それ
は着古してほとんどすけすけだ。以前、これは母
のものだった。いつだったか、母は自分には派手
すぎると思い、私にくれたのだった。このワン
ピースは袖なしで襟ぐりが大きく開いている。私
にはとても似合うと思っている。ウェストには革
のベルトをつけていたが、たぶん兄たちが使った
ベルトだろう。）
２年次後期末
La Belle et la Bête （美女と野獣）
脚本・監督：ジャン・コクトー １９４６年（仏）
この美しい映像を鑑賞するには、フランス語とフラ
ンス文化の面白さをある程度理解した時期がふさわし
い。かつてコクトーが日本で見た舞踊「鏡獅子」がこ
の作品に影響を与えたという逸話は、学生たちに日本
の文化を再認識させるものである。
以上のようなさまざまな副教材を短時間に次々提供
することで、フランス語、フランス文化への関心を高
めていきながら、理解したことを表現していく作業に
移行していく。
「見せるノート」「見せるレポート」を作成
表現していく作業は、各学期の課題の中に必ず盛り
込む「自由作文」と「見せるノート」「見せるレポー
ト」の作成である。
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学期末試験は教科書、配布物、辞書など携帯電話以
外は全て持ち込み可としており、１年次前期からこれ
らの資料の例文を「模倣」し「自分なりにアレンジ」
して文を作る練習をし、個々の学生のオリジナルな答
案作成を呼びかけている。面白い作文があれば、翌学
期に授業内で発表する。
期末の評価は、この自由作文と文法問題を含む筆記
試験及び各学期に学んだことの中から各自テーマを選
び、６０分間で A４サイズの「見せるノート」を作成す
る２本立てとしている。
これまで、筆記試験中に、各自まとめたノートを提
示すれば「ノート点」を加味して評価していたことも
あったが、授業中のノートの取り方に余りにも開きが
あるため、学期末の成果チェックとして一斉に行うこ
とで、集中して他人に見せられるようなノートをまと
める力をつけたいと願っている。
２年次後期のフランス語総合Ⅳでは、「見せるノー
ト」から発展して、個々の学生がフランス語で書かれ
たテキストを選び、解釈して注や図を加え、A３サイ
ズにまとめて、「見せるレポート」として授業内で発
表することを目標としている。
この「見せるレポート」は、クラスの中で「見せる」
だけではなく、一部を次年度以降の学生に回覧または
コピー配布し、授業内で文法の解説に活用しており、
先輩が作成したレポートを超えるものを目指す、後輩
のテキストとなることを意識して作成する、という学
年を超えた学習意欲の循環を作り出している。
学生が探してくる題材は、フランスのモード雑誌は
もとより、フランス製の化粧品の箱から、Lisa et
Gaspard（ガスパールとリサ）Babar（象のババール）
などの人気の絵本、インターネットで得られる最新情
報まで、多岐にわたっている。
２００２年ごろから、インターネット検索を勧めてきた
が、意外なことに、インターネットでの資料探しは、
予想したほど活発にはならなかった。学内でのサイト
検索の範囲が限定されている、フランス語のサイト検
索が難しい、自宅でパソコンを常用している学生がそ
れほど多くない、などいくつかの要因があると思われ
るが、インターネットによるレポートの題材は２００４年
の１０件をピークに、２００６年度は３件にとどまってい
１年前期末「見せるノート」 図書館セミナー室で選んだ本の紹介
仕上がったレポートを見せながら解説 「見せるレポート」
－ 89 －
る。
そこで、２００７年度は、特に個人的な要望がない限
り、大学の附属図書館でテキストを探してもらうこと
にした。２００８年度には、図書館でクラス全員が一緒に
テキストを探し、その場でコピーまたは書き写す、図
書館内で意味を調べる、という作業（８０分）を行った。
この図書館で一斉に行う「フランス本探し」が、予
想以上に効果的で、学生たちは、さまざまな分野の本
に関心を持ち始め、他の学生が探してくる本に刺激を
受け合うようになった。現在、洋書は図書館外へ持ち
出すことができず、破損の危険性があるためコピーで
きないものもあるが、これがかえって功を奏したとい
える。
フランス語の蔵書を学生自身が発掘し、また、新し
い附属図書館という心地よい空間で短時間でも集中し
て作業をすることが、学内の資産を活用した杉野らし
い一つの学習法ではないかと確信を持ち、２００９年度に
は、２年次の図書館での学習時間を前期１回、後期３
回に増やすことにした。
新しい図書館の魅力
現在の杉野服飾大学附属図書館は、２００２年１０月開
館。図書館運営委員会で検討を重ね、当時の杉野服飾
大学短期大学部生活芸術科田中敏溥教授が中心となっ
て設計されたものである。
地下１階から３階まで、延べ床面積 １，３８０㎡。元
学生寮跡地に建設されたが、東急目黒線沿いの５本の
桜は残され、潤いのある空間を創出するとともに、各
フロアの窓やテラスから四季の移り変わりを楽しむこ
とができる。建物内部は軽やかで明るく、機能的かつ
知的なお洒落な空間であり、杉野生を惹きつける充分
な魅力を備えている。
入り口正面には、展示ケースが設置され、教員所蔵
の珍しい民族衣裳や関係蔵書の紹介コーナーがあり、
年に３、４回展示替えされているが、これも価値ある
展示として学生や一般の目を引く。また館内には教員
のアート作品も飾られ、杉野ならではの雰囲気を醸し
出している。
蔵書約８万冊のうち、ファッション関係の図書が充
実しているのはいうまでもなく、１９７９年からの歴代職
員の地道な作業の賜物である服飾関係論文ならびに新
聞記事コレクションが見事である。
洋書としては英語の文献が圧倒的であるが、フラン
ス語の原書も多数あり、その格調高いコレクションを
手に取ると、杉野のフランス語教育の先達の思いが伝
わってくる。
各階に検索用パソコンが備えられ、内外のデータ検
索が日々の学習に活用されているほか、論文作成に必
要な機材も整備されている。
かつて大学校舎内に分散していた図書室から移され
た蔵書は、場所を変えるだけで個々の魅力を放ち始め
た。以前、目にとまらなかった佳書が次々自己主張し
てくるから不思議である。
学生たちには、この空間の魅力を堪能し、在学中に
できるだけ多くの蔵書を手に取ってもらいたい、そし
て自ら図書館を活用してさまざまな分野の学習をして
いく力をつけてほしい、と願っている。
２００９年度の２年次前期フランス語総合Ⅲでは、後期
からの本格的な資料翻訳に備え、７月初旬に、図書館
セミナー室を利用して、クラスごとに各自選んだ本の
紹介をするという時間を設けたが、他の学生の選んだ
本に刺激されて、また新たに本を探しに行く学生も多
かった。
また、２００９年度前期の１年生の授業でも、フランス
語の単語に少し慣れてきた７月初旬、実験的に「図書
館でフランス本探し」を行い、１冊の本から、フラン
ス語の名詞を１０以上探して意味を調べる、という作業
図書館外観 図書館２階フロア
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（８０分）を行った。初めて図書館に入った、という学
生も４割近くいたが、蔵書内容、空間としての図書館
の魅力を充分感じ取ってくれたようである。
このように、２００９年度前期で２００名以上の１、２年
生が、図書館でフランス語の資料を手に取ったことに
なるが、１階から３階まで、さまざまな分野の書籍の
中にフランス語の原書があることを知り、ほとんどの
学生が独自の本を選んでくる。不思議なことにクラス
が異なっても同じ本を選ぶ学生は少なく、２００冊近く
のフランス語図書が発掘されたことになる。例年、人
気のある本も多いが、中には筆者自身全く気付かな
かったものもあり、学生たちと一緒に未知の世界を見
つけ出す時間は、毎回新鮮で、至福のときでもある。
以下、大学附属図書館のフランス語蔵書のうち、
ファッションに関心のある学生が学ぶ初級フランス語
の教材として活用しやすいものを一部紹介する。
【以下、書名の下に著者名、発行年、出版社】
Mon premier Larousse en couleurs
M. Fonteneau, S.Theureau １９５３ Larousse
子ども向けカラーイラスト付事典。素朴でレトロな
イラストが可愛いと学生に人気。服飾関係の単語をイ
ラストから逆引きできる。開学時を偲ばせる貴重な資
料。
L’allure de Chanel
Paul Morand１９７６Hermann
外交官でもあった小説家ポール・モランが晩年スイ
スでシャネルの聞き書きをまとめたもの。２００７年に出
版された山田登世子訳「シャネル―人生を語る」（中公
文庫）の訳注を参考にすると、華麗な人脈を理解しや
すい。下記は、１年次後期に不規則動詞の現在形の例
文として活用している。
A six ans, je suis déjà seule. Ma mère vient de
mourir. Mon père me dépose, comme une fardeau,
chez mes tantes, et repart aussitôt vers une Am
érique.
（６才で私はすでにひとりぼっちだ。母は亡く
なったばかり。父は私を余計な荷物のように叔母
たちのところへ預け、すぐにアメリカに発ってし
まう。）
La couture
Jacqueline Maurin１９８４Larousse
家庭用洋裁テキスト。基本的なスカート、パンタロ
ン、ワンピース等の簡単なパターンと縫い方の解説が
あり、縫製に関する用語の習得に役立つ。
Fêtes - Mémorables bals costumés１９２２―１９７２
Jean-Louis de Faucigny-Lucinge １９８６ Editions
Herscher
最近のフランスにおけるコスプレブーム以前に、も
ともと仮装してお祭り騒ぎ（fête）の好きなフランス
人の一面がよく表れている。
L’histoire du chapeau
１９８７Jacques Damase Editeur
フランス語には、帽子の形状を表わす語彙が豊富で
あるが、このような図版や写真を見なければ、なかな
か理解できない。
Colette et la mode
１９９１Editions Plume
時代の先端を走り続けた小説家コレット（１８７３―
１９５４）のファッショナブルな写真と、著作クロディー
ヌシリーズの原文抜粋、ソニア・リキエルのデザイン
画付きという豪華本。シャネルは、コレットと親交が
あり、そのファッションについても言及しているの
で、先にシャネル関連の資料を読むと参考になる。
Femmes chefs-d’oeuvre
Philippe Gurdjian１９９１Éditions Vecteurs
１９９０年、パリのグラン・パレで開かれた同展のカタ
ログ。１６世紀のクラナッハ、グレコからウォーホール
まで、著名な画家たちが描いた女性像から服装の推移
を見ることができる。美術に関心のある学生は多く、
なじみやすい１冊。
La Belle et la Bête
Henri Alekan１９９２Editions du Collectionneur
前述のジャン・コクトーの映画「美女と野獣」の各
シーンの写真とシナリオ、解説があり、映画をより深
く理解することができる。
Le tailleur - un vêtement-message
Xavier Chaumette１９９２Syros Alternatives
メッセージを伝える衣服としての女性のスーツ。女
性の社会進出に伴うスーツの移り変わりが興味深い。
Artisans de l’élégance
１９９３Editions de la Réunion des Musées Nationaux
１９９３―１９９６年にフランス国内を巡回した同名の展覧
会の図録。フランスのファッションを支えてきたさま
ざまな職種が整理されており、服飾職人事典として活
用できる。
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１年次前期 ２年次前期
欠席数 ０ ５８ ５３
１ １９ ２４
２ １３ ８
３ １５ ６
４回以上 ８ １６
計 １１３名 １０７名
La mode et l’enfant１７８０―２０００
２００１Paris Musées
２００１年に開催された同展のカタログ。ヨーロッパの
子供服が年代ごとに整理されており、豊富な図版や写
真の解説部分が服飾用語習得に役立つ。
La petite robe noire
Didier Ludot２００１Editions Assouline
シャネルからヨウジヤマモトまで、代表的なデザイ
ナーの「小さな黒いドレス」が一覧できる。モデルも
ピアフ、モンロー、ドヌーヴと魅力的。
Marie Claire５０ans de la vie des femmes１９５４―２００４
２００４Editions Marie Claire
雑誌マリ・クレールの表紙一覧を眺めるだけでも充
分面白いが、この雑誌がフェミニズムの先鋒だったこ
とがわかる。Issey Miyake の華々しいデビューも目を
引く。
成果とまとめ
さまざまな試みの結果、フランス語に意欲的に取り
組む学生が増えてきた感触はあるが、数値として表わ
せる成果は以下の３点である。
１．フランス語選択者の増加
年々フランス語選択者は増加しており、２００９年度
前期は大学１、２年次総学生数５９６名のうち２２７名が
フランス語総合を履修登録している。（２年生以上
の再履修者、３年次での新規登録は除く）
２．１年次の出席率を２年次でも保持
２００８年度フランス語新規登録学生の１年次前期及
び２年次前期（２００９年）の欠席回数は、下記の通り
である。（２年生以上の再履修者、３年次での新規
登録は除く）
ちなみに２００９年度１年次新規登録学生１２０名の前
期出席率は、無欠席４１名１回欠席２５名 ２回欠席１６
名 ３回欠席１４名 ４回以上２４名となっており、
２００８年度生が特に精勤であるということではない。
３．フランス語検定受検者の増加
１９９０年より、３，４年生の選択授業登録者対象にフ
ランス語教育振興協会（APEF）主催の実用フラン
ス語技能検定受検をすすめ、受検希望者には、個別
に指導を行っていたが、１，２年生でも５級、４級の
受検者が毎年１０名近くなったため、２００６年より、本
学をフランス語検定準会場として登録し、学生が受
検しやすい環境を作った。２００９年春季まで、４回の
検定を実施、５級３６名受検中２０名合格、４級２３名受
検中９名合格という結果を得ている。
高校で既にフランス語を学んでいる学生や、意欲
のある学生には、積極的に検定をすすめ、受検前に
は昼休みに補講を行っている。
最後に、大学の語学学習において地道な成果をあげ
ることは、単にこのような１教科の中での教材や手法
の工夫によるものだけではなく、大学全体として個々
の学生の学習サポートができる環境を教職員がともに
意識して整備していくことの積み重ねの上にあること
を敢えて付け加えたい。
参考資料
『杉野学園８０年史』２００５年 学校法人杉野学園
『杉野服飾大学・短期大学 紀要１号』２００２年
「D.M.J.会誌」１９３４～４２年 ドレスメーカー女学院
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